
令和元年度第１回定期監査 

 

監査の種別  地方自治法第 199 条第１項、第２項及び第４項の規定による監査 

監査の対象  企画財政部 財政課 

監査の範囲   平成 30年４月１日から平成 31年３月 31日までにおける事務の執行 

実 施 期 間  平成 31 年４月 26日から令和元年７月 31 日まで 

監 査 委 員  平田 敬太郎 ・ 杉山 行男 

 

【指摘事項】 

指摘事項 改善等措置 

（１）起案文書中の決裁、施行の処理日の記

載漏れについて 

 福生市文書管理規程第 15 条（起案文書の処

理）の規定では、起案文書の作成に当たって

は、起案用紙（別記様式第７号）を印刷する

ことと規定されており、第７号様式では、決

裁日、施行日を記載することとされている

が、記載漏れが多数見受けられた。 
公文書の保存管理については、決裁印のあ

る紙文書が原本であることから、決裁、施行

のシステム上の処理は済んではいても、起案

用紙が未記入のままだと起案文書が未施行の

ままの状況となるため、各処理が終わったら

必ず記載をし、完結までの処理を徹底された

い。 

 

財政課全員による文書管理規程の再確認を

行うとともに、文書管理システム上の決裁及び

施行処理のみならず、公文書の保存管理上重要

となる起案文書への決裁日及び施行日の記入

を、遺漏なく実施するよう指導を行った。 

 



令和元年度第１回定期監査 

 

監査の種別  地方自治法第 199 条第１項、第２項、第４項及び第７項の規定による監査 

監査の対象  福祉保健部 障害福祉課 

監査の範囲   平成 30年４月１日から平成 31年３月 31日までにおける事務の執行 

実 施 期 間  平成 31 年４月 26日から令和元年７月 31 日まで 

監 査 委 員  平田 敬太郎 ・ 杉山 行男 

 

【指摘事項】 

指摘事項 改善等措置 

（１）補助金交付事務の適切な執行について 

 障害福祉課では複数の団体に補助金を交付

しているが、その事務の執行について次のよ

うな不備が見受けられた。なお、いずれにつ

いても補助金額に影響を及ぼすものではなか

った。 
 
ア 運営に要する経費に対する補助金である

が、補助金交付が年度当初の交付決定後、２

か月以上経過しているものがあった。 
 
イ 団体が提出した実績報告書の一部に計算

誤りが見られた。 
 
ウ 補助金交付要綱の規定では、補助金交付

後に実績報告書の提出を求めているが、補助

金交付前に実績報告書が提出されている補助

金があった。 
 
エ 家賃補助のための補助金について、根拠

資料となる契約書類の確認がされていなかっ

た。 
 
 

所管課は、根拠条例等にのっとった適切な

事務の執行について留意するとともに、各団

体から提出された書類について、誤りがない

か慎重に確認されたい。 

 

指摘のあった補助金交付事務の不備につい

ては、それぞれ次のように事務処理を徹底する

よう職員に周知を行った。 

 

 

 

 

ア 交付決定から補助金交付までの事務処理

を速やかに行うよう徹底する。 

 

 

イ 実績報告書の差し替えをするとともに、内

容を詳細に確認するよう徹底する。 

 

ウ 申請者に対し補助金交付後に実績報告書

を提出するよう伝えるとともに、担当において

も事務処理手順を再確認し、適正な事務処理を

行うよう徹底する。 

 

エ 契約書類を提出させるとともに、根拠資料

の確認をし、適正な事務処理を行うよう徹底す

る。 

 


